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広報」A道北なよろ

第30回なよろ産業まつり開催
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" ち
ま
き
」
や
　
ミ
ニ
ロ
＆
杵
を
使
用
し
た

「ち
び

っ
こ
も

ち
つ
き
」

２
代
日
も
ち
人
使
の
“
号
を
懸
け
て
戦
う

「な

よ
る
も
ち

つ
き
チ
ャ
レ
ビ
ン
決
定
性
」
等
様

々
な
イ
ベ
ン

ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
　
午
後
か
ら
は
新
●
山

「ト
ラ
ク
タ

ー
引
き
レ
ー
ス
」
が
行
わ
「
３
人
１
紅
て
ト
ラ
ク
タ
ー
を

引
き
　
そ
の
タ
イ
ム
を
競
う
レ
ー
ス
で
　
‘
チ
ー
ム
が
■

●
”
得
を
■

っ
て
汗
を
流
し
　
政
衆
か
ら
は
大
き
な
声
■

が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た

，
年
も
会
場
に
は
多
く
の
市
民
が
ル
れ
　
大
盛
況
の
う

ち
に
ネ
を
剛
し
ま
し
た
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七
月
六
日
　
名
寄
市
健
康
の
森
パ
ー
ク

ゴ
ル
フ
場
に
お
い
て
　
名
寄
地
区
の
ふ
れ

あ
い
一父
流
会
と
し
て
農
民
パ
ー
ク
コ
ル
フ

大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
　
当
日
は
約
百
名

の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
　
ズ
候
は
快
晴
で

バ
ー
ク
ゴ
ル
フ
ロ
和
と
な
，
　
各
■
１
～

５
名
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
　
そ
れ
ぞ
れ

自
慢
の
腱
を
競
い
合
い
ま
し
た

年
に

一
度
の
交
流

の
場
と
い
う
こ
と
も

あ
り
　
参
加
者
は
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た

雰
円
気

の
中
で
プ
レ
ー
し
親
睦
を
深
め
る

一
方
で
各
賛
を
競
い
合

い
ま
し
た

成
績
は
以
下
の
通
り
で
す

特
別
賞
】

ブ
ー
ビ
ー
賞
　
　
山
川
　
隆
　
（内
渕
）

ホ
ー
ル
イ
ン
７
´
　
大
沼
　
和
工

（緑
丘
）

男
性
の
部
】

位
　
本
田
　
ｔ
孝

弥^
生
）

二
位
　
藤
田
　
和
雄

共^
和
）

二
位
　
鸞
見
　
明
久

中^
名
寄
）

変
性
の
部
】

一
位
　
藤
丼
み
え
ｒ

日^
進
）

二
位
　
藤
田
　
政
子

（共
和
）

三
位
　
木
日
小
夜
子

”^
生
）

団
体
賞
】

一
位
　
　
弥
生

二
位
　
　
共
和

三
位
　
　
砺
波

凹
位
　
　
中
名
寄

五
位
　
　
緑
丘

六
位

　

嘔

七
位
　
　
ｍ
一
栄

入
位
　
　
内
渕

九
位
　
　
日
進

十
位
　
　
瑞
徳

,s
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七
月
十

二
ロ
　
カ
ル
ビ
ー
倉

庫
前
　
集
出
荷
施
設
に
て

『智

想
文
地
区
ふ
る
さ
と
祭
り
２
０

０
８
』
が
門
魁
さ
れ
１
百
名
以

上
の
方
に
参
加
頂
き
ま
し
た

今
年
も
昨
年
に
引
き
五
き
　
青

年
部
が
主
体
と
な

っ
て
■
価
を

し

「地
域
の
し
さ
ん
に
楽
し
ん

で
も
ら
え
る
イ
ベ
ン
ト
を
一
と

‘
え
て
頂
き
ま
し
た

当
日
は
　
十
年
部
智
恵
文
支

部
の
伊
束
支
部
長
の
後
拶
で
開

会
し
　
中
島
泄
合
長
の
屹
杯
を

合
図
に

『
ふ
る
さ
と
祭
り
２
●

０
８
」
が
始
ま
り
ま
し
た
　
会

場
に
は
　
中
揚
げ
　
か
き
氷

ボ

ィ
ア
コ
ー
ン
　
フ
ラ
ン
ク
フ

ル
ト
■
が
販
売
さ
れ
　
子
供
向

け
の
醸
店
で
は
　
輸
投
げ
　
ヨ

ー
コ
ー
つ
り
が
今
年
も
大
人
気

で
大
変
販
わ
い
ま
し
た

ス
テ
ー
ジ
で
は
　
紅
白
に
分

か
れ
て
，
つ
「
の
と
自
慢
人
会
」

や
　
ア
ス
パ
恋

ラ^
ブ
）
に
よ

る
歌
謡
シ
ョ
ー
　
最
後
は
，
午

お
楽
し
み
の

「大
価
選
会
」
が

行
わ
れ
ま
し
た
　
当
日
は
雨
天

が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
最
後
ま

で
雨
も
降
ら
ず
　
大
変
な
盛
り

上
が
り
の
内
に
円
会
さ
れ
ま
し

た

智恵文地区ふるさと祭り2008

僣1文t,31 11 20o

==文
地区160と匈 200Sふるさと票`

' 200S
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広報」A道北なよろO

燃
料
や
生
産
資
材
の
価
格

両
踏
の
影
響
で

経
常
に
深
刻
な
打
撃
を
受
け
て
い
る
窮
状
を

訴
え
る
た
め
　
去
る
八
月
二
十

一
日
　
札
幌

市
中
央
区
の
中
島
公
口
で
裕
決
起
大
会
が
相

か
れ
　
全
道
か
ら
約
五
三
〇
〇
人
の
参
加
が

あ
り
当
Ｊ
Ａ
か
ら
も
中
ヽ
組
合
長
を
は
じ
め

約
五
＋
名
が
，
加
し
ま
し
た

大
会
は
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
北
海
道
が
　
北
海

道
経
済
連
合
会
や
道
消
費
者
協
会
な
ど
に
も

呼
び
掛
け
て
門
“
さ
れ
　
白
民
党
の
中
川
昭

一
元
政
硼
会
長
や
民
主
党
の
■
山
由
紀
夫
“

，
■
ら
道
内
選
出
の
各
党
議
員
も
駆
け

つ
け

ま
し
た
北
海
道
農
業
“
同
社
合
中
央
会
の
飛
田
稔

章
会
長
は
　
肥
料
価
格
が
こ
こ
に
き
て
，

８
割
に
が

っ
て
い
る
　
何
と
し
て
も
現
状
を

乗
り
越
え
　
食
ｉ
基
地
と
し
て
の
北
，
迪
の

責
■
を
来
た
さ
な
け
れ
は
な
ら
な
い
一
と
訴

え
　
大
会
で
は
価
格
安
定
に
向
け
た
国
際
的

取
り
紅
み
ヽ
急
漱
な
生
産

コ
ス
ト
上
昇

へ
の

経
営
安
定
対
策
な
ど
を
政
府
に
求
め
る
決
護

を
採
択
し
ま
し
た

生産資材価格高騰に係る全道農業危機突破総決起大会

｀■噸 も震業を続けたιロ
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ホクレン名寄セルフ給油iFl  llo 1 6 5 4-3-6151(午 前8時半～午後6時半)
管実時間 セルフ給油 午前 7時    ～ 午後 10時

ピット作業 午前 8時 30分 ～ 午後 6時 30分

①

名寄給油FTrはセルフ給洒所として7月 30日 にオープンを迎えました
オープン当日は 午前8時から崚上式が行われ テープカットの後8時 30分より青年部長の沖り

“

幸さん

と女性部長の箭原純子さんの 2人による記念綸油が行われました その後 朝早くにも関わらずオープンを待
っていた0が続々と入リ オープン記念価格での提

“

とあって開店まで数多くのこ利用がありました

セルフ給 IIの操作は簡単で 分からないことがあってもスタッフが丁年に操作方法を説明しますので 安心
してご利用いただけます タィヤやオイル交換などのビット作業は従来通り行い 洗11機も完備し■校の受付
も行っておりますので せ様の更なるご不1月をお待ちしております

菫クレン
,          |

彎‐

ｒ
、
大
，
■
′

「

，

‘
，

ギ

●

■

，

義
鐵



0 広報」A道北なよろ

青
年
部
ス
ポ
ー
ツ
交
流
会

七
月
四
口
　
Ｊ
Ａ
道
北
な
よ
ろ
青
年
部

の
ス
ポ
ー
ツ
交
流
会
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

が
名
寄
市
大
塩
川
河
川
敷
に
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
　
風
連
　
名
●
　
智
恵
文
の
各
支

部
ニ
チ
ー
ム
に
分
か
れ
て
総
当
た
り
戦
を

行
い
　
炎
天
下
の
中
ボ
ー
ル
を
迪

っ
て
成

勢
の
良
い
掛
け
声
が
飛
び
交
い
ま
し
た

各
三
チ
ー
ム
と
も
に

一
崎

一
敗
と
仲
の
良

い
結
果
と
な
り
　
，
失
点
差
で
智
忠
文
文

部
が
見
事
優
勝
を
果
し
ま
し
た
　
試
今
後

は
名
寄
市
内
に
て
懇
親
会
を
行
い
　
そ
れ

ぞ
れ
が
更
な
る
交
流
を
探
め
ま
し
た

女
性
部
智
恵
文
支
部
視
察
研
修

女
性
部
智
恵
文
支
部

の
視
察
研
修
旅
行

が
七
月
十
日
　
十

一
日
の
両
Π
行
わ
れ

都
員
十
　
名
が
参
加
し
ま
し
た
　
今
年
の

視
察
先
は
　
札
幌
手
稲
区
の
青
呆
仲
卸
業

「株
式
会
社
　
森
哲
』
で
す
　
］
茶
暫
で

は
　
智
忠
文
の
農
”
物
の
中
で
は
ア
ス
パ

ラ
を
扱

っ
て
い
て
　
今
年
か
ら
は
南
瓜
の

取
り
，

い
も
始
ま
り
ま
す
　
現
地
に
て
青

果
椰
石
山
部
長
も
合
流
し
　
和
や
か
な
雰

四
気
で
の
研
修
と
な
り
ま
し
た
　
仲
卸
側

か
ら
生
産
者

へ
の
要
望
と
し
て
は

「会
社

で
は
生
産
ユ
■
視
で
は
な
く
　
質
の
良
い

商
品
の
取
り
扱
い
を
目
指
し
て
い
る
　
信

頼
の
優
け
る
商
品
を
ｔ
と
し
て
ほ
し
い

」

と
の
こ
と
で
し
た
　
定
温
倉
●
で
は
　
国

内
外
か
ら
属
い
た
野
菜
　
果
物
が
定
温
Ｆ

存
さ
れ
　
消
費
す
の
元

べ
届
く
前
の
商
品

を
見
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た

そ
の
“

　
「ｌｔ
幌
ト
ー
ム
」
ま
で
足
を

延
ば
し
　
「ド
ー
ム
ツ
ア
ー
」
で
は
プ
ル

ペ
ン
や
進
千

ロ
ッ
カ
ー
ル
ー
ム
な
ど
　
■

段
見
る
こ
と
の
出
来
な
い
ド
ー
ム
の
腱
側

を
見
る
事
が
出
来
ま
し
た

夕
食
は

「森
暫
」

の
人
萩
社
長
他

二
名

の
戦
員
さ
ん
と
共
に
会
食
を
し
　
大
変
楽

し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
　
今
回

の
視
察
の
様
子
は

「株
式
会
社
　
苺
哲
一

の
ホ
ー
ム
ベ
ー
ジ
で
も
掲
載
さ
れ
て
お
り

ま
す
の
で
　
ど
う
ぞ
ご
覧
下
さ
い

一一一
〓
）̈
、
ヽ
´́
〓
　
ヨ
一̈
「
●
●
一
　
一̈
ヽ
一
ヽ
一
一
一́
０
´

ヽ
´
ヽ
ヽ
一●
ヽ
＾
ン
　
〓
一●
一
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新規就農者を激励

平成20年度名寄市農業担い手交流会開催

七
月
二
十
五
日
に
グ
ラ
ン
ト
ホ
テ
ル
藤

花
に
て
名
●
市
襲
業
颯
い
手
交
流
会
が
酬

か
わ
　
島
‘
寄
市
長
や
“
Ⅲ
Ｏ
あ
理
■
の

ほ
か
　
古
手
震
業
す
や
新
規
就
晨
者
な
ど

が
出
席
し
て
， 父
流
を
深
め
ま
し
た

近
年
　
日
本
で
は
山
家
戸
数

の
減
少
や

度
業
者

の
尚
齢
化
な
ど
毎
し
の
，
い
手
不

足
が
早
急
の
よ
題
で
あ
り
　
“
れ
た
●
い

手
の
が
成
及
び
虻
保
は
晨
業
の
允
■
だ
け

で
な
く
地
域
社
会

の
活
性
化

を
図
る
上

で
　
重
要
な
課
也
で
す
　
る
寄
市
は
農
業

が
基
”
産
業
で
も
あ
り
同
様
の
課
題
を
抱

え
て
い
る
た
め
　
若
い
映
業
担
い
手
や
所

規
此
晨
音
の
晨
米
経
営
や
地
域
活
動
を

日
助
長
し
よ
う
と
　
抒
午

父
流
会
を
出
催

し
て
い
ま
す

交
流
会

の
中
で
　
椰
―――
専
務
型
■
よ
り

今
年
度
の
新
規
就
腱
‘
八
名

名^
●
地
区

二
名
　
風
■
地
区
六
名
）
そ
れ
ぞ
れ
に
漱

励
状
が
手
性
さ
れ
ま
し
た
　
新
規
枕
理
す

は
そ
れ
ぞ
れ
抱
“
を
述

べ

「突
然

勉^
強

の
た
め
に
）
お
邪
礎
す
る
こ
と
も
あ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
　
拒
た
か
ら
す

に
■
■

見
学
さ
せ
て
―
さ
い
」
と
■
欲
を
“

っ
て

く
れ
ま
し
た

そ
の
後
の
誘
演
で
は
　
日
意
文
地
区
の

山
田
典
十
さ
ん
が

「た
か
か
座
米
　
さ
れ

ど
晨
業
」
と
題
し
　
　
般
企
業
で
〓
業
を

し
て
い
た
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
か
ら
百
け

へ
の

転
を
と
い
う
向
ら
の
“
絆
を
ユ
ー
モ
ア
交

え
て
訃
ら
れ
　
引
き
壮
き
名
市
艇
業
古
技

枚
論
の
仕
藤
証
美
さ
ん
が

「名
守
■
と
物

を
利
用
し
た
加
工
品
の
開
発
研
究
」
と
題

し
　
高
晏
で
の
プ

ロ
ン

エ
ク
ト
活
動
を
計

演
し
ま
し
た
　
―――
“
‘
は
　
あ
ら
た
め
て

晨
業
の
奥
深
さ
を
■
ん
で
い
ま
し
た
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振興センターからの情報
土壌診断による適切な施肥設計で 肥料コストの低減を図りましょう
,LII価格が急激に,[上がりしていますが ■壊診断による過
正な施肥設計をすることで 安定生産を図りつつ これまでよ
り肥料コストを低減することが

'∫

能となります 水 ]や力!作な
ど 大面■で

`1産

している作物では この効果が性に高いと言
えましょう

特に値 卜がりしているのはリン酸や,「里を含む肥||ですが

これらの成分については

「

llが生市するのに必要な成分itをす

でに超えている団場も多いので その場合は誠,1 あるしヽま無
施肥とすることでコストを低減できます 逆に不足している場
合 上崚の性徴に応して必要な十改 llを施用することで無駄な
投資を防くことができます このような対応は1蔚品質な作llを
生産する上でも重要で 病告のリスクも減ることから さらなるコストの11減にもつながります
「上に過剰な肥料成分は減らして施用するJとの視点で土ゆ診断を行 |ヽ 適正な施,ι設言1を 立てましょう

年 内に■壌診 断を行い 効率的な施,E設計を
水稲温床や水田 番地 ハウス作物の土褻診断は 年内に実施しても早すぎることはありません 雪解けを
経ても急激な成分変化はありませんので 今秋の結果から翌年に向けた効率||な■嘘改良 施肥の11術を行い
ましょう

例年 3～ 5月 は.● 断中込が集中するため 診断内容によつては結果の送付/1上崚改良にI●|に合わなくなる
ことがあります まだ翌年の作物が決まっていない ある,■ま後で変更する場合でも対応できますので ぜひ
今秋までに診断をおⅢし込み下さやヽ

なお 数年に一度はpH[力 ,え保肥力や各塩l職分がわかる「 ―般分l rJを _・ けることをおすす●・ します
また 診断表の内容にご不可lな点がありましたら振興センター に 話01655-3-2258)ま でご連絡下

さい

*上崚診断サンブルのお持ち込みは 名●1'晨業振興センターまたは JA道 ltなよろ名寄支所 智恵文支所
のll農課までお頗いします

*通,I 土域診断表はファクシミリで送信しておりますが 受信した土壌診断表が見えずらい場合 ま
`[接

お波

しするか郵送 メールでの送信 (Ddi古数として添付)も i∫ ,してすので 予めご赳絡下さt、

名毒市農業振興センター

ロ千 :名t■l風連町縁町390番地 2
TEL:01655つ‐2258 FAX:0106532445

野焼きはやめましょう !
ごみ等のZ某 4物のコ予外での性却は 法● こ禁■されています
ただし 農業 本業を■むためにやむを得/1いものとして 農業者が行う稲わらの,却や■夫
者がイテう伐採した技

^の
“

却か禁ILの例タセ

",llさ

れている場合もありますが 周辺地 llの■

活環境に″響を与えるされがあるll合は禁止となります.
年度の周知でご理解を●いてtヽるように 名寄市では届出市1となっております.近年は

'J辺
地

域か弓の占情や 普奈 1肖防からのF●■もあリ エコ時代に沿つた流オιとなつてきております 届

出無く野焼きを行った,果 1肖防は火,との道,`を受けて出fJlしたケースや 実際に野lLきから
納屋や周辺に飛び火して,肖防が出動したケースもあり 任に消防かいま強い指導を受けて I・りま
す
皆さんの家庭ごみの野虹きよもちろんのこと 71・先のll卓や剪定,も禁正に該当します.特に
塩化ビニールなどのプラスチック員はノイオキシン類などの有古l・l質発生の原因となって 人の

健康を告する恐れがありますので絶対に燃やきないでください.
これらに違反しますとコl,1の対

=と
なりますので 十分にご注意 ドさい



広報」A道北なよろ

秋まき小麦の除草処理について
近年 秋まき小麦ほ場でII.草の発生が日立ちます
イネrlの社車やイメカミツレ レンドトツプなど
難1方除It車の防眸には は,1後の上漿几理を行う
とともに 秋のな草処理を必す●いましょう.

注意

●

1″ レース,tllは 砂質上■及び,畳鰤1′ ,透水不良ほりでの■1,は避ける
2ブ レース|[ll ,コ パートフロアプルま ′の■″に白イヒ 白|[ 褐llfの兄られることが
と,るが 生育 収Rに ま影‖しない.

春まき小麦初冬まき載培ほ場準備について
近年 風連地区を中心に初冬まきll■の面i点が増加傾向にあります
初冬まき1文iが成功するか否かは ほ場の選定とに場作りにあります
下

'こ

の1[意■●をZすすり は場工‖に当たりましょう,

菜 剤 名 使 用 時 期
使用量
(ml′ 10o)

使用回数 対 象 雑 草

ガレース乳

“

一１１

■

出
生
ヽ
発
後
卓

，
“
ま
‘

200～ 250

|け |
畑地l推
憔 .

針どれ罹凱 抑
100～ 150

ゴーゴーサン乳煎 30
は祉直後～小ン2■

'切,噺灘,「1川まで)
300ヽ  400

1 Ⅲl "l地

1年 4111■
(ツ ,'|キタilま
効果が劣る)

エコバー ト
フロアプル (広1益羊]1さ饗川)

50～  100 2回 ll内 畑地 111雑
車

]キ 如

“

X | ■ υ) J イ ン l

9～ 10月

,ヽ 10月

10月

l 0月 下句

11月 L句

ほ 場 選 定

サブソイラー施工
(り1水対策 )

プラウて反転
("1  起

ロータリーで
1ヽく 整地

は種
初冬まき専In機
又はグレンドリル

O ll中 の少なtヽ■■を■ぶ

0透り1水Iの良tヽ■場を世ぶ
O■ ttЫIを測定し 低D‖ほ場ではll付しない

0必す■,がにいているI+に
'也

■する
0広■「Jでは両易明彙ヽで太l lll水を除去する

0ほ場がitいている1サに施 |する

0酸 1賃桁上が必要な iliは ri灰●1´ をユ布する
0ほ場が乾いている時に施●し 練り返しは避ける
0■ 上が相|かすぎると土墜々面が●‐く市まり越冬イが低下
するので■塊が残る程度に整地する

0′ レンド
'ル
ではま場が乾いている!|に■11する

O ll冬 まき専用は■枝はクローラートラクタをt用する
0は■■

'20Kゴ
10,をふ

“

とし ホir消 4が必要
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3ら3られ卜1‐ク軍新鮮野菜市 今年もlllel
2吉會λ]と 8:ネう1'こ;考ζ′暑恩響繁景

=暢

種じ誓し

農作業安全をibがけ審しょう′
農ξ塁菫堡偽董』査薔礎奮8:顆   「量詈競[よ::∬3『1:『∬屏∫よ

あり

1 エンジンを始動する時は、周囲の人へ書告 し、安全確認を
収繊FI業機は大型機械が多く 運転席からは全体が見渡せないことがありますので 補助作業者
との合図を決めておきましょう。

2 ほ■へ0出入 りは十分に慎重に
クローラーやキャタピラで凹凸のある場所を移動すると 車体がやしろヽいのように動き危険
です。

0「詰まり」の除去にはエンジン停止
コンバインによる収種作業では 「詰まりJに伴う事故が多発しています 「詰まりJ力摯 生した
ら ますエンジン停止を 脱穀l‐業時には 手や碗が巻き込まれないように 注意しましょう。

4 収種作業はゆとりを持つて計画的に
  を持う  鵞 奏 ∫時間に追われた作業は事故のもとでヽ ゆとり

た作業計画をたてましょう ヽ、

また 収種作業では 収構物を持ち運メことも多くあ
ります 作業を組み合わせ 体憩も取り入れ 疲れがた
まるの防ぎましょう。

5 夕方や夜間に道路を走行する時は、低速車マークを活用
「秋の日はつるべ落とし」と言いますが 夕暮れも早くなります
他の車からの追突を避けるためには 反射マークや

`連
車マークを活用して

農業機械の存在を認めてもらうことが安全確保^の近道で九

6 収穫物の積み過ぎに注意
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草地のギシギシをなくそう
1番草収構後から、ほ場にはギシギシが多く見られます。
最終番草の収穫後、ギシギシが手のひ ら程度に展開してきた時期が処理適期

です。適切な除草剤を用いて駆際しましょう。

◇薬剤と使用方法

案剤名 使用時期 散布案彗

(10● 当た り)

散布水量 o oo当 たり)

お よび使用上の注意事項

′ヽ ― モ ニ ー

75DF水和剤
夏～秋処理 3～ 5

100リ ッ トル

クロ慈 に`蒻上ゑ護aαゑゑので注意
(赤クロー′`は完全枯死する)
アルファルファ草地での使用は可能

散布液の飛軟や流出による案
=に
注意を

払い散布すること

使用後 来害の原因にならないよう必ず
専用洸剤でタンク内やホースを洸滞する

アージラン

液剤

栄養生長期

10月 上

～中旬

経年草地

600-400ml

新播草地

200ヽ 300ml

100リ ,レ

高温時の散布や重複核布は行わない

降雨前や採草 放牧直後の散布は違 する
マメ科混嬌草地での利用はできる

局所処理する時は 50～ 80倍液を
1株 当た り約25mlを 散布する

⑩

く注意事項>
0ハーモニー75DF水和剤は,特にホクローバが完全に枯死してしまうの
で注意してください。
OA― モニー750F水 和剤.ア ージラン液剤とも使量鳳菫娘ユ鳳です。

菫

一
回
理
事
会

開
催
日
　
二
月
十
五
８

一　
　
税
効
果
一■
，
金
の
取
崩
に
つ
い
て

提
案
通
り
決
定

二
　
平
成
十
九
年
度
決
算
に
つ
い
て

提
案
通
り
決
定

第

二
回
理
事
会

開
催
日
　
一二
月
十
四
日

一　
　
平
成
十
九
年
度
決
算
に
つ
い
て

提
案
通
り
決
定

二
　
平
成
十
九
年
界
決
算
監
査
に
つ
い
て

殿
事
会
報
告
題
，
決
定

三
　
奎
園
監
奎
楔
構
北
海
遭
熾
薇
部
の
監
査
結
果
に
つ

い
て提
案
通
，
決
定

四
　
第
二
回
通
常
総
代
会
の
開
催
に
つ
い
て

提
案
通
り
決
定

五
　
農
葉
基
盤
整
備
資
金
ｒ
転
貸
）
の
借
入
に
つ
い
て

提
案
遍
，
決
定

六
　
四
　
〇
〇
０
万
円
超
の
信
用
供
与
等
に
係
る
承
露

に
つ
い
て

提
案
通
り
決
定

ｔ
　
ヘ
ソ
タ
ク
０
ル
吸
収
抑
制
対
策
事
業
の
実
施
に
つ

い
て樋
賞
通
り
決
定

八
　
平
成
二
十
■
蔦
い
燎
員
報
熙
爾
に
つ
い
て

担
案
通
り
決
定

協
鱗

項

一　
　
地
区
別
懸
贖
会
の
開
催
に
つ
い
て

提
案
題
り
塗

疋

第

二
回
理
事
会

瀾
薇
Ｂ
　
一二
月
二
十
五
日

一　
　
定
款
　
含
生
“
付
属
薔
）
総
代
選
挙
規
澤
の

一
部

変
更
に
つ
い
て

提
案
通
り
決
定

二
　
信
用
事
業
規
程
の

一
部
変
更
に
つ
い
て

提
案
通
り
決
定



●

6月 16日 ～ 20日
第一 四半苅監

棚卸監査

第 3回営晨委員会

第 4回営農委員会

第 4回総務委員会

第 5回定例理事会

第 5回せ濃委員会

第 3回購買委員会

役員協議会

第 6口定例理事会

柳卸監査

市ll地再目発事業特別委員会

第 7回定例理事会

第 4回囀買委員会

枷

"監
査

第 6回営農委員会

臨時理事会

棚倒1監査
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■
■

●
　
■
成
―
■
午
■
，
”
―１１
■
■

¨
青
■
，
提
出
に
，

●
一●
提
案
通
，
ｎ
ｉ

異
動
松
原
旧
）
斬
）

鈴
木
口
）
折
〉

道
底
　
美
曜
　
　
平
成
■
年
６
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タ

テ

の
カ
ギ

チ
ャ
ー
八
ン
を
　
フ
ラ
イ
パ

ン
よ
り
も
豪
快
に
作
れ
る

大
学
の
成
績
で
最
高
の
評
価

日
本
人
は
Ｏ
Ｏ
Ｏ
代
々
　
米

食
に
親
し
ん
て
い
ま
す

小
麦
粉
で
作
っ
て
　
汁
も
の

の
具
に

食
べ
過
ぎ
て
お
腹
が
―
ド
ク

タ
ー
に
診
て
も
ら
う
？

と
か
く
生
き
に
く
い
現
世

出題 マガシン マガジン
「SUPERクロスワードJより

32

25   2321 1,15   1210

■最近の炊銀器の進化ぶりに日本人の米

好きをつくづく感じます。A～」をつなげて

出来る言葉が答えです。

96 ●5   53   5,つ    47   45 43   41m m 27

,9

妊
娠
す
る
と
も
ら
え
る

「Ｏ

Ｏ
健
康
手
帳
」

サ
シ
ス
セ
ソ
の

「
セ
」

最

近
で
は
　
た
ま
ご
か
け
ご
飯

専
用
の
も
の
も

テ
ニ
ス
な
ど
の
打
ち
合
い

取
り
扱
い
に
注
意
―
の
ト
ラ

ツ
グ
類

伝
続
の
わ
ざ
を
次
の
世
代

ヘ

エ
ビ
　
貝
な
ど
の
Ｏ
Ｏ
の
幸

は
　
米
と
も
相
性
が
い
い

リ
ー
ス
よ
り
借
り
て
い
る
時

間
は
短
い

絶
対
に
訴
え
て
や
る
１

家
庭
菜
国
の
趣
味
　
こ
ん
な

表
現
を
す
る
こ
と
も

料
理
の
際
　
の
ば
し
て
い
る

女
性
は
気
を
つ
け
て

海
外

ヘ
グ
ル
メ
旅
行
　
「旅

券
」
は
忘
れ
ず
に

小
さ
な
ｎ

お
寿
司
の

「バ

ッ
テ
ラ
」
の
語
源

し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
の
Ｏ
Ｏ
に

お
じ
や
な
と
い
か
が

こ
の
筆
記
用
具
の
か
た
ち
を

し
た
バ
ス
タ
も

子
ど
も
が
美
人
に
見
え
る
の

は
親
の
Ｏ
Ｏ
Ｏ
？

混
絡
し
た
電
車
で
は
注
意

日
玉
焼
き
を
ご
飯
に
乗
せ
た

「
ロ
コ
モ
Ｆ

は
　
ど
こ
の

料
理
？

・え
き
に
似
せ
た
詢
り
ば
つ

自
身
と
赤
身
が
あ
り
ま
す

し
ょ
つ
ば
ｔｌ
か
な
？
薄
い
か

な
，
女
性
が
唇
に
引
く
も
の

ち
ゃ
ん
こ
や
ご
飯
を
　
た
ら

ふ
く
食
べ
て
大
き
く
な
る

外
食
し
す
ぎ
て
　
お
金
が
飛

ん
て
い
っ
た

な
さ
け
　
Ｏ
Ｏ
Ｏ
に
訴
え
る

ワ
イ
ン
で
有
名
な
山
梨
県
の

Ｏ
Ｏ
Ｏ
盆
地

「切
ら
ず
」
や

「卯
の
た
」

と
も
呼
ば
れ
ま
す

何
よ
り
証
拠
が
重
要
，

ヨ

コ
の
カ
ギ

ご
飯
で
栄
贅
を
と
れ
ば
　
ケ

ガ
も
治

っ
て
い
く

限
り
あ
る
ウ
オ
ー
タ
ー
は
大

事
に
使
い
ま
し
ょ
う

酸
っ
ぱ
い
お
む
す
び
の
具

湖
な
ど
を
ゆ
っ
た
り
ま
わ
る

Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
船

０
０
一
′2∞ ヽ γ

1 2 3 4 5 6 , 8

9

U

10 11

A

12 10

14 16 16 17

18 10 20

G

21 22 23

24 25 26 2,

H

28 20 30 31 02

C
33 34

F

36

36 3, 38 39 40 41

42 43 44 45 ●6 4,

48 49 50

E

51 62

D

53

54 65

B

56

5, 53 50

解答● 答えけA～」です
ヽ , 0 ● ● 0 ■

|
●
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4240   m3, 31 3034 22

44

112625 18 16    14 13

52   50   43“

カ228６^６^●
０
一
〇

韓
国
の
ビ
ビ
ン
バ
は
　
熱
し

た
石
の
器
で
食
べ
る
と
美
味

お
品
書
き
を
　
筆
で
表
現

よ
く
キ
ソ
コ
を
使
う
　
イ
タ

リ
ア
の
米
料
理
と
い
え
ば

ご
冥
福
を
祈
り
ま
す

タ
ミ
ル
語
で

「
ス
ー
プ
」
の

意
味
　
子
供
か
ら
大
人
ま
で

人
気
ゴ

ツ
ン
　
と
ぶ

つ
け
た
と
こ

ろ
に
で
き
る

，
ス
ベ
ン
ス
ト
ラ
マ
で
　
間

取
引
の
た
め
荷
物
の
中
に

イ
ン
ド
料
理

の
お
店
て
サ
フ

ラ
ン
ラ
イ
ス
に
す
る
？
そ
れ

と
も
…

急
な
山
登
り
に
あ
る
と
ラ
ク

ご
飯
に
具
だ
く
さ
ん
の
ス
ー

プ
を
か
け
た
韓
国
料
理

「
い
や
～

・つ
ま
い
，
最
高
―

こ
れ
以
上

の
も

の
は
な

い

よ
―
」

ベ
タ
ベ
タ
に
ホ
メ

ま
く
り

「大

黒
」
と
も
呼
ば
れ
る

刺
身
の
つ
ま

魚
介
た

っ
ぶ
り
の

「パ
エ
リ

ア
」
と
い
え
ば
　
ど

こ
の
国

の
料
理
，

小
麦
粉
を
バ
タ
ー
で
炒
め
た

も
の
ダ
ン
ナ
様
の
た
め
　
美
味
し

い
ご
飯
を
作
る
わ

食
器
を
洗
う
際
に
洸
剤
を
含

ま
せ
る

マ
シ
ン
の
用
語
で
「回
転
力
」

米
料
理
も
多
彩
な
イ
ン
ト
の

女
性

の
民
族
衣
装

貯
全
す
る
と
ち

ょ
っ
と
つ
く

少
し
気
取

っ
て
る
悪
漢

「ジ

ャ
ン
バ
ラ
ヤ
」
が
名
物

ケ
イ
ツ
ャ
ン
料
理
が
生
ま
れ

た
国
は
，

多
く
の
人
が
集
ま
る
シ
テ
ィ

ち

ょ
っ
と
気
を
抜
き
す
ぎ

Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
ミ
ス
だ
ぞ

お
餅

に
ま
ぶ

す
と
美
味
し

い
　
大

２
を
煎

っ
た
粉

銭
湯
で

「カ

コ
ー
ン
」
と
鳴

る
も
の

加
　
減
　
桑
　
Ｏ
Ｏ

水
分
を
漉
し
分
け
る
ベ
ー
パ

日
本
語
で
は

「火
酒
」
と
い

う
　
ロ
シ
ア
の
お
酒

海
外
で
も
人
気
の

ピ

ー
フ

ボ
ウ
ル
」
安
く
て
う
ま
い
―

休
日
　
こ
ん
な
日
は
料
理
で

もも
と
は
ト
ル
コ
料
理
　
具
材

と
炒
め
た
来
を
炊
い
て
作
る

（故
●
略
）

大
沼
　
莉
江
（名
寄
）

真
犀
　
和
幸
（名
寄
）

籠
キ
　
　
進
（風
連
）

山
本
　
　
議
（日
連
）

須
＝
，
ツ
子
（口
違
）

“

55458 9０
●
●
●

前
回
の
マ
じ
せ
ン
ト

パ
ス
■
の
答
え

コを■ tL
I中 の育
`

り五イ

民あη
方か
に ら
南J

"だ参で

イ
カ
イ
ラ
キ
ガ
イ
イ
ネ

農 協 職 員 養 成 学 校

大卒 短大・専門学校卒大歓迎

●60名 ●1カ年 全寮剌
0高卒 21最未満 男

'。大卒 短大 専門学校卒
24歳未満男女

。試験口 12月 15日 16日
●躙嗜受l119月 16曰 ～

11月 17日

…〒0● ,■
'ヽ `1,「

オ11'支 ,く r,"●口 ヽ 1

(財)北海 道 農 協 学 校
て,ヽカレッジ,● ●10,1■

`867502hて て,|″、、、、、、ち,、
`●
 1●κ●J,,′

ク
ロ
ス
ワ
ー
ト
が
少
し
難
し

か
っ
た
で
す
　
道
の
駅
が
出
来

た
こ
と
は
知
ら
な
か
っ
た
め
て

ま
た
特
集
を
や
っ
て
く
れ
た
ら

☆
こ
の
，
　
名
寄
市
民
を
ユ
く

さ
せ
て
く
れ
た
佐
曖
２
１
選
手

に
　
ま
す
御
礼
と
お
疲
れ
様
と

言

っ
て
あ
げ
た
い
で
す
　
柿
栞

は
代
０
で
し
た
，
　
本
当
に
感

動
を
あ
り
が
と
う
ｍ
座
い
ま
し

た
今
年
　
風
連
望
湖
台
に
携
帯

電
話
の
ア
ン
テ
ナ
鉄
塔
が
建
ち

ま
す
　
電
波
が
良
く
な
り
そ
う

で
す
．

嬉
し
い
て
す

☆
ク
ロ
ス
ワ
ー
ト
雌
し
か

っ
た

で
し

ょ
う
か

′
両
■
過
ぎ

る
Ｌ

の
●
が
多
か

っ
た
の
で
　
以
前

よ
り
は

マ
ス
ロ
も
ネ
え
も
多

い

も

の
に
し
て
い
ま
す

も
う
す
ぐ
オ
リ
ン
ビ

ツ
ク
で

す
ね
　
夏
の
オ
リ
ン
ピ

ツ
ク
で

は
　
佐
藤
愛
子
さ
ん
が
名
局
か

ら
の
最
初
の
選
手
だ
と
思
い
ま

す
　
佐
晨
愛
子
選
手
順
張
れ
！

名
奇
市
級
丘
　
大
沼
　
和
江

☆
最
近
は
テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
で
も
や

っ
て
る
よ

つ
に
　
ア
ン
テ
ナ
を

■

々
Ｌ
設
置
し
て
る
よ
う
で

す
　
■
波
の
悪
い
地
址
を
が
あ

れ
ば
仙
■
電
話
会
社
に
問
い
０

わ
せ
て
み
る
と
い
い
か
も
？

名
寄
市

匿
名
希
望

須
川
ア
ツ
子



広報」A道北なよろ さヽ

J欠道北なよろ名寄セルフSS

営業時間:午前7:00～午後10:00
ピツト作業営業時間 :午前8:30～午後6:30

rfta″
わ し

H 碑

日曜 視祭日も言楽しております
オイル タイ , ATF交 換からハッテリー カー用品tヨリ世って昴りますので
ビtlご利用下さしヽ

セルフSSの要
'Jに

は 洗Ⅲ場を言:=しておりますのでこ利用下さい
二[月灯

'Jは
ぜひお月なilll::送をご「 用下さい

12ヵ ■ト

F目六じち7ユ
ヽただし 言常円● ,汲 i'■

=Fす
如 ま飼やしなりませ′

=こ
ス査から2,月 +1カソリン 軽毬をごi,求 ]息

=5句
X=J:|■月潤

“

|を ●1「ときtていにたきま●

i所 1名守市大通南4丁目
]〔: :  `01も 51' t  lIFI

11ヽ , (1 151) I  ti lF=

●栃年凛の年会賢無

^「●1年 間

「

濶か l円  1剤
'Il年以内に 2● 000円艤上つ

●利用で,年の年会,mO■

●こ千り用金腋に5してガソリンなら
最大30円 マ割;|
●高速道搭でのこ利絆も
キャッシュパック |

目
¨
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広報」A道北なよろ

1すべてのがんを一生涯保障 l

2上皮内がん・1図腫瘍も保障 l

がん入院共済金日相叩00Hコせ麒祠

く掛全豪 ポんス院共済金日顧 00'0円
'>くがん共済についてご留意いただきたい事項>

,｀た■i●  =■ 1111● |,F部のえ J択鰍
"●

｀ヽ ● t'  「 ||

'"‖
11=餞 ||イ

`!‖
■4●|:● :111い

`・

.'■ ||■ ||■ ■|
●ヽlt ビ契

',  
●■lt  ,Iキ ■lt,,1111 1■ ||[||  ;, ||

'■
, ,t● 1●

'|「
●|,1■■■,1●

'1111●
●,I● 1111■ ■

■lt '1■ ||● 1 ,■ 11 ■ t 肯 ● ■|,, iJlt●
=●
 |'■ 1ヽ |,, |

入|■ ●力 t'=千  ヽ■●ヽ人|■ ●ヽ1● ■●■,い●
「 `|●

■ :|

玖 」AA済 ぉ‖、籠H._せ I●

本  所 :01655-3-2521

名 寄 :01654-2-4531

智恵文 ,01654-8-2111

|  ,
|'

7jたこ

診断さぃ

すべての「がん」を一生[にわたつて幅広く保障します

7」A●

入 院 されたら

″んで

手術さ社ら
,回につき がんの治療を目的とした手術 ●つい

て 手術のIj類に応してがん手術共済

10・ 20・ 40万 円
金を繊 喩 明‐ れます漸 わ 手

,●霞,ます )

退競饉の

療養には 20万円
がんによる入院を継続して 2`日 以上された

後 退院されたとき がん退院雀察番共済金
をお受取り

=な
れます ●・

かんて

死亡。こ鵠 100万円
がんを直接の原因として死亡された場合に

がん死亡共済金をお受取りになれます

ヽえ以外τ

死亡。鐵 10万 円

がん以外の原因により死亡された場合に

亡給付金をお受取りになれます

死

18あたり がんで入院された場合 がん入院共済金を 18日
からお受取りになれます また 1回の入院にか
かる支払限度 日改および入院日数の支払逆算猥

度はありません
10,000円

100万円
かんと診断確定された場合 がん診断共済奎
をお受け取りになれます

(共済 ll間 を通 じて一回のみ |

一
生
涯
保
障
し
ま
す
。

加入
年齢

男性

3■●       ■■●

1唸簗,「 t,・ 歯錢に,IT
女性

月

“

い ■t,

`|■
,' ●″よ コ菫薇7 ●■

'
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広報」A道北なよろ

じ入 JA共済 の新商品です。
④

―蒔払生専型姜老生命共済 一時払共済掛金 100万円、10年満期プラン
予定利率 :前半

`年
0,`% 後半

`年
13,%

蚊集済者年齢 :`蔵以上 80歳以下の場合ⅨわI―Jし

1,000,000円
●仕組みイメージ国

「

~~~~~~

1

1

1

1

1

1

1

|

|

|

|

|

|_

1掟●彙ま奎|
横嘲1言 でにお亡くな ,●なられた

'合
 嗅 ′楼奎機菫奎,ま た

''―

,|ム共済構0,0いずれ
'天 =1徹を

'死
亡央
=奎
Jと ●
`ら
資販,になれ

=す
 ■彗また0わ定むヽ4■■●くlt,になられた■舎

`t, 'π
●実済金,の lt僣 0額 2■■n,にな●

=十

`介
議

“

げ0
所定0宴介達漱態になられた●合 `癸済籠0コ

=奎
,の全籠
=た
i―節悧 合を希定いたださ

'■

)を

',■
増●螢 Jと してお受欧,になれiす 介議絆‖奎をお,I・ |した

`0`画
期丼薔査

'死
●美ま奎,

':"返
戻杢メ==施建

いたヽいた顔を腋した節とな,ます

満期時利回り

0.82%満
期
共
済
金

災
害
死
亡
に
よ
る
死
亡
失
林
金

一
時
払
共
済
掛
金

〓
病
〓
亡
に
よ
る
死
亡
業
技
奎

　^
解
約
返
一戻
金
　
）

疾,死亡にお 死亡夫済會0額伽 0%

ケ
サ

⑩
鵬

プ

プ

イ

イ

タ

タ

馴

潮

年

年

〇

　

一〇

①現在、病気や外傷で、安静療養中ですか。
②今後、入院または手術の予定はありますか。
メ0 0と もあてはまらない場合でも ご磁業などによぅてご契約いただけない場合もありま,

月
語
の
解
説

:丼済嶋 立奎:=腱埼皓にお払
`い
ただいたよ清腋

"0ち
 た0-“

''′
0死亡,済奎0お,■■およ0聖地0薔電 篠持に

`要
・tttit究 自

`れ
ます

| それらを除いた奎機は
'業
諄耕奎象立査Jと して 絆葉0浚廟失子査を●美

“

,十るため ,検ら立てられ■す

:予走詢拿]業苗掛査を猥立てる″ ●適几される羊0″0らヽた1,Ooと ,お , 横鮨●1回 ,と は嶼な
'■
tな お 力☆期間が 0年の場合 わ+0年間と

後半う年同●それで,,0カ蘭てテご利車
`螢
だされるた0こ●

=く
ださい

‖ 詢

"脅
回0]濶 苅

'Iに
おける―埓■よ薔掛金に■する憫期大

'橙
●■,,縮 ,,「あた ,t換算した場合0-静

`装
済惑奎に,する判口,(婚 1)0こ とヽt

隋縞 判口,|‐ m瘍 |1済御―■
"工
丼まう掛 ■卜時払茉菫丼翻■腱吉,崎メ[コ

お申し込み お問い合わせは下記まで
木 所 ,01655-3-2521 名 イ ,01654-2-4531 智恵文 101654-8-2111
■■::工奎J顆 20期 100までヽ匈て,
,こ望

“

0はヽは '菫口0■,Wi〈望,重亘 ヽマ嗅8■■),およ0'こ●
“

00お
' "●
,●ツ,こ贅F`|■


